
地球の未来を考えるSDGsの中で、⾃動⾞業界の多くの企業が取り
組むゴール⽬標は主に３つあります。

この中から今回は、①ゴール7「エネルギーをみんなに そしてクリー
ンに」へとつながる EV(電気⾃動⾞)化についてご紹介します。

②ゴール9
「産業と技術⾰新の基盤をつくろう」

③ゴール12
「つくる責任 つかう責任」
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のインフラが必要ないことも、HV⾞の普及を後押しすることとなり
ました。

しかし世界の流れはあくまで「100％EV化」です。⽇本は「2035年
までに新⾞販売で100％電動⾞を実現する」という⽬標を掲げ、電動
⾞にHV、PHEV、FCVを含めていますが、いずれ⽇本も世界に追従
するよう求められることになるでしょう。⽇本でも消費者が安⼼して
EVを購⼊できるよう、充電施設の設置といったインフラ整備を⾏政
と連携して⾏えるよう、⾃動⾞業界も働きかける必要があるのかもし
れません。

進 む Ｅ Ｖ（ 電 気 ⾃ 動 ⾞ ) 化
⾃動⾞業界が取り組む SDGs ゴール７「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」

①ゴール7
「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」

⾃ 動 ⾞ 業 界 の 動 向

⾃動⾞業界の多くの企業が取り組む
SDGs３つのゴール⽬標

世界が⽬指す EV化
ゴール7「エネルギーをみんなにそしてクリーン

に」は、世界中の全ての⼈が安全かつ安⼼して使え
るクリーンエネルギーを普及させ、地球上のあらゆ
るエネルギー問題を解決することを⽬指しています。

その取り組みへの最⼤のカギは「カーボンニュー
トラル」。気候変動を助⻑する最⼤の要素であるエ
ネルギーをクリーンにするために、⾃動⾞業界がで

きることの⼤きな要素がCO2を排出しない EV(電気⾃動⾞)やFCV(燃
料電池⾃動⾞)、あるいは⽔素エンジン⾞を普及させることとなりま
す。しかしながら、欧州など各国における世界での潮流は「100％EV
化」となっているのが現状です。

⽇本ではこれまでEV⾞種が少なく、選択肢が限られてしまってい
ましたが、国産⾞も⽇産LEAF、
⽇産サクラ、ホンダeなどが発売
され、トヨタbZ4Xも販売を再開
することとなり、選択肢が増え
ると共にEV化の波を感じます。

当店にも国産⾞のEVがご⼊庫さ
れるようになってきており、輸
⼊⾞に関してはご⼊庫状況から
も、⽇本よりはるかにEV化が進
んでいると感じます。
最近では、メルセデスベンツEQ
シリーズやテスラモデルYが続々
ご⼊庫されております。

⽇本で販売されるEV⾞種の増加

EV化に対応するため、弊社ではEV充電器を設置し
ております。
お預かりしている間に充電が切れてしまうことはあ
りませんので、安⼼してお任せいただけます♪⽇本では1990年代からHV(ハイブリット⾞)が普及し、燃費改善な

どの技術がどんどん進化していきました。EV化に必須の充電施設など

遅れる⽇本のEV化 インフラ整備が課題

EV充電器を設置しております

＞＞＞ Free Wi-Fi情報を掲⽰しました

社内イベント情報

お待ち頂いているお客様より「Free Wi-Fiに関す
るお問合せを多く頂きましたため、⼤きく掲⽰す
るように改善致しました。

各テーブルにもご案内させて
頂いておりますので、お待ち
の間にぜひご活⽤ください♪

ソファー席の近くや受付後⽅に掲⽰しております。

またご不明な点やご不便がございましたら、受付
スタッフ・担当営業・お近くのスタッフにご遠慮
なくお申し付けください。
お客様に快適にお過ごし頂けますよう、これから
も改善に努めてまいります！

お客様の声を形に
外部より講師をお招きし、『これからIICがお客様にご提供するべき価値』について、

社員⼀同揃って勉強会・討論会を⾏いました。

時代と共に変化する価値提供

『これからIICがお客様にご提供するべき価値』

以前の⽇本では、機械化によって量産された良い商品
やサービスを、企業からお客様へ⼀⽅通⾏で提供する形
態でしたが、これからはお客様のお悩みや求める価値感
を1⼈1⼈お伺いし、寄り添ったサービスを提供する双⽅
向での形態が求められているということを学びました。

IICでは以前より「お客様の愛⾞と笑顔あふれるカーライフをご提供する」ことを経
営理念とし、価値ある製品とサービスを創り続けて参りました。時代が変化してもそ
の理念が変わることはありません。

そのうえで今まで以上に「お客様との絆を深めたい」「お客様にIICのファンになっ
ていただきたい」と強く思い、愛⾞を輝かせることはもちろんのこと、おもてなしや
お客様にご参加いただけるイベントなどを含めた、より価値のあるサービスを提供し
て参ります。そのためにも、お客様のお声を今まで以上に頂戴いただけますよう、よ
ろしくお願い致します！

お客様との絆と深めたい



短い秋が過ぎると、もうすぐ冬。雪のシーズンが到来しますね♪
雪⼭での登⼭やスキー・スノーボードなど、レジャーを楽しみに愛⾞でお出かけする
⽅も多いのではないでしょうか。

ところで、雪のレジャーから帰った後、愛⾞のケアをしていますか？？雪は愛⾞に
ダメージを与えてしまうので、雪エリアから帰ったら、できるだけ早く洗⾞を⾏うこ
とをお勧めします！

社 員 紹 介
もろずみ なおとデッドニング＆

オーディオ担当
リンカーン/タウンカー
オリジナルのライムグリーンにパ
ターントップを施したカスタム⾞。
また乗りたい１台です！

▼
キャデラック/フリートウッドブロ
アム (ビッグブロアム)
修理の連続で1年で5回しか乗れず。
修理後に渋⾕を流していたら、右
フロントのアームが折れ、私の⼼
も折れました…

▼
トヨタ/セルシオ
学⽣時代からの憧れの１台。⿊塗
りでイカツさ最上級でしたが、1
度も煽られませんでした(^^)

▼
BMW/5シリーズ(E60)
こちらも学⽣時代からの憧れで、
現在溺愛中♡本国ドイツとアメリ
カ⻄海岸のカスタムショップ双⽅
の好きな部分をピックアップし、
現在もカスタム進⾏中です！！

愛
車
ヒ
ス
ト
リ
ー

朝晩冷えるようになり、だんだん秋が深まって
くると、美しい紅葉や秋のフルーツ狩りなどを楽
しむために、ドライブに出かける機会が増えるの
ではないでしょうか。

しかし、暑い夏のお出かけで酷使された愛⾞は
気候の変化によって不調をきたしているかもしれ
ません…

そこで、安⼼してドライブをお楽しみいただけ
るよう、特に注意が必要な2カ所をご紹介しますの
で、お出かけ前にガソリンスタンドなどで安全点
検を⾏うことをお勧めします！

▶ お出かけ前に 愛⾞の安全点検を！

【 ②タイヤの空気圧 】
気温が下がってくると、実はタ
イヤの空気圧も低下します。空
気圧の低い状態での⾛⾏は、燃
費が悪いだけでなく、バースト
してしまうこともあり、とても
危険です。特に⾼速道路を⾛⾏する前などには、
季節を問わず点検が必要ですが、気温が低下する
今の季節は特に注意し点検しておきましょう。

【 ①バッテリー 】
夏に冷房を使⽤したことでバッ
テリーが酷使され、弱っている
かもしれません。これから更に
⽇照時間が短くなることでライ
ト点灯が早くなるため、バッテ
リーが弱った状態で使⽤すると、突然バッテリー
が上がって動かなくなってしまうかもしれません。
バッテリーが弱っていないか点検しておきましょ
う。

お役⽴ち情報②

▶ 特に注意が必要な2カ所

「雪は⾃然と溶けて落ちるから、そのままにしておけ
ば良いのでは？」と思われる⽅も多いかもしれません。

実は、空から降る雪には、⼤気中に含まれる有害な化
学物質やカルシウム分・ミネラル分などが含まれていま
す。

更に雪道に撒かれた融雪剤などのアルカリ物質も⾛⾏
中に付着してしまい、そのまま放置しておくとシミや錆
を発⽣させてしまう恐れがあります。特に錆は落とすことが難しく、売却時の査定に
も⼤きく影響します。

雪が溶けても愛⾞にダメージを与える様々な物質は残ってしまいますので、早めに
洗⾞できれいにしましょう！

▶ 愛⾞にダメージを与える雪

▶ 雪エリアから帰ったら 洗⾞をしよう！

発売よりご好評をいただいている【G.Guard/Gガード】ガラ
スコーティングは、性能や耐久性はそのままに、２つの⽔弾
き「滑⽔性」「親⽔性」よりお選びいただけるようになりま
した！お好みや駐⾞環境に応じてお選びください♪

詳細はこちらを
ご覧ください ▼

滑⽔性 親⽔性

商品リニューアル情報
【G.Guard /Gガード】ガラスコーティング

《滑⽔性》
G.Guard Slide

スライド

《親⽔性》
G.Guard Hydro 

ハイドロ

LINE公式アカウントもリニューアル！
カービューティーアイアイシーの公式LINEア

カウントが7⽉にお引越し致しました！
お役⽴ち情報や新商品情報、LINE限定キャンペーンな
どを発信させて頂きますので、ぜひご登録ください！

お役⽴ち情報 〜 もっと素敵なカーライフへ 〜

お役⽴ち情報①

「プロが教える洗⾞⽅法と注意点」をご紹介した記事を参考にご覧ください ▶

▶ お勧めの洗⾞⽅法

① ホイールを専⽤クリーナーで洗う
ホイール専⽤クリーナーで、ホイールに付着した融雪剤や泥にまみれ
た雪をしっかり落とし、丁寧にすすぎましょう。

② ボディをシャンプーで洗う
続いて、ボディシャンプーを使⽤し、ボディに付着した雪を落としま
しょう。(※コーティング施⼯⾞には専⽤のシャンプーをご使⽤ください。)
シャンプーの洗浄⼒で落とすよう柔らかい凹凸のあるスポンジで優しく
なで、しっかりすすいぎましょう。すすぐ際、下回りに付着した融雪剤
なども落とすよう、前後左右の⾓４⽅向から⽔圧のある⽔をかけるよう
にしましょう。(※お持ちの⽅は⾼圧洗浄機やノズルを使⽤すると効果的です。)
最後に柔らかいクロスでしっかりと拭き上げましょう。


